
は
「
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。

以
下
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」
と
い
う
。）第
四

十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
三
十
七
条
第
三
項
」
と
、
同
項
及
び
同
令
第

十
条
中
「
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
四
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
三

十
七
条
第
一
項
」
と
、同
項
及
び
同
令
第
九
条（
見

出
し
を
含
む
。）中
「
機
会
均
等
調
停
会
議
」
と
あ

る
の
は
「
優
越
的
言
動
問
題
調
停
会
議
」
と
、
同

令
第
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
七
条
第
五
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
六

条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
四

十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
二
十
六
条
」
と
、
同
令
第
十
三
条
中
「
事
業

場
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と
、
同
令
第
十
四

条
中
「
第
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
船
員
労
働
施
策
総
合
推
進
法
施
行
規
則
第
一

条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
九
条
第
一

項
及
び
第
二
項
」
と
、「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は

「
船
員
労
働
施
策
総
合
推
進
法
施
行
規
則
第
一
条

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
二
条
」と
、

同
令
第
十
五
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
七
条
第
五

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七

条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施
策
総
合
推
進
法
第
四

十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
二
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。以
下「
労

働
施
策
総
合
推
進
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
三

項
」
と
、
同
項
及
び
同
令
第
七
条
中
「
法
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
労
働

施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
条
の
六
第
一
項
」
と
、

同
項
及
び
同
令
第
六
条（
見
出
し
を
含
む
。）中「
機

会
均
等
調
停
会
議
」
と
あ
る
の
は
「
優
越
的
言
動

問
題
調
停
会
議
」
と
、同
令
第
九
条
第
一
項
中「
法

第
三
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

準
用
す
る
法
第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
施

策
総
合
推
進
法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
二
十
条
」
と
、
同
令
第
十
条
中
「
事

業
場
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
所
」
と
、
同
令
第
十

一
条
中
「
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
船
員
労
働
施
策
総
合
推
進
法
施
行
規
則
第

一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
」
と
、「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
労
働

施
策
総
合
推
進
法
施
行
規
則
第
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
九
条
」
と
、
同
令
第
十
二
条
第
一
項
中

「
法
第
三
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
」と
あ
る
の
は「
労

働
施
策
総
合
推
進
法
第
三
十
八
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
二
条

法
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び

第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣

の
権
限
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を

含
む
。）に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣

が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
二
条

法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び

第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣

の
権
限
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を

含
む
。）に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣

が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧

様
式
」
と
い
う
。）に
よ
る
申
請
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
申
請
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
八
十
八
号

新
島
空
港
の
施
設
の
変
更
を
許
可
し
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
四
十
三
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

一

空
港
の
名
称

新
島
空
港

二

変
更
が
あ
る
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
告
示
第
六
百
四
十
八
号
、
昭
和
六
十

二
年
運
輸
省
告
示
第
三
百
二
十
三
号
及
び
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
七
十
八
号
を
参
照
。）

イ

着
陸
帯
の
範
囲

第
一
図
及
び
第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
及
び
イ
の
各
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲

ま
れ
た
区
域

ロ

進
入
区
域

第
二
図
の
う
ち
、
イ
、
ロ
、
ヘ
、
ホ
及
び
イ
並
び
に
ハ
、
ニ
、
チ
、
ト
及
び
ハ
の
各
点
を
そ
れ
ぞ

れ
順
次
に
結
ん
だ
線
で
囲
ま
れ
た
台
形
の
区
域

ハ

進
入
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
着
陸
帯
の
短
辺
（
イ
ロ
及
び
ハ
ニ
）
に
接
続
し
、
か
つ
、
水
平
面
に
対
し
上
方

へ
二
十
分
の
一
の
勾
配
を
有
す
る
平
面
で
あ
っ
て
、
そ
の
投
影
面
が
進
入
区
域
と
一
致
す
る
も
の

ニ

転
移
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
進
入
表
面
の
斜
辺
（
イ
ホ
及
び
ニ
チ
並
び
に
ロ
ヘ
及
び
ハ
ト
）
を
含
む
平
面
及

び
着
陸
帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
を
含
む
平
面
で
あ
っ
て
、
着
陸
帯
の
中
心
線
を
含
む
鉛
直
面
に
直
角
な
鉛

直
面
と
の
交
線
の
水
平
面
に
対
す
る
勾
配
が
進
入
表
面
又
は
着
陸
帯
の
外
側
上
方
へ
七
分
の
一
で
あ
る
も
の
の
う

ち
、
進
入
表
面
の
斜
辺
を
含
む
も
の
と
当
該
斜
辺
に
接
す
る
着
陸
帯
の
長
辺
を
含
む
も
の
と
の
交
線
（
イ
ヨ
及
び

ニ
カ
並
び
に
ロ
ヌ
及
び
ハ
ル
）、
こ
れ
ら
の
平
面
と
水
平
表
面
を
含
む
平
面
と
の
交
線
（
タ
ヨ
、
ヨ
カ
及
び
カ
ワ

並
び
に
リ
ヌ
、
ヌ
ル
及
び
ル
ヲ
）
及
び
進
入
表
面
の
斜
辺
（
イ
タ
及
び
ニ
ワ
並
び
に
ロ
リ
及
び
ハ
ヲ
）
又
は
着
陸

帯
の
長
辺
（
イ
ニ
及
び
ロ
ハ
）
に
よ
り
囲
ま
れ
る
部
分

ホ

水
平
表
面

第
二
図
の
う
ち
、
空
港
の
標
点
の
垂
直
上
方
四
十
五
メ
ー
ト
ル
の
点
を
含
む
水
平
面
の
う
ち
、
こ

の
点
を
中
心
と
し
て
半
径
千
メ
ー
ト
ル
で
描
い
た
円
周
（
レ
の
線
）
で
囲
ま
れ
た
部
分

ヘ

標
点
の
位
置

北
緯
三
十
四
度
二
十
二
分
十
秒

東
経
百
三
十
九
度
十
六
分
六
秒

標
高
二
十
八
・
四
メ
ー
ト

ル
ト

変
更
が
あ
る
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
の
予
定
期
日

令
和
十
年
七
月
一
日

チ

変
更
が
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
運
輸
省
告
示
第
六
百
四
十
八
号
及
び
平
成
四
年
運
輸
省
告
示

第
二
百
六
十
六
号
を
参
照
。
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